
サケ、アユ等回遊性魚類が生息する。残存樹林とヨシ
原は回復傾向にある。

震災後も県内最大級の河口砂州が残存し、砂州の後背に
はヨシ原・干潟が広がり、潟湖ではオオハクチョウやガン・
カモ類の生息、タコノアシ等の希少な湿生植物が確認さ
れており、多様な汽水性の生物が生息・生育している。

 なつ   い   がわ

夏井川

   く      じ   がわ

久慈川

 おさ  ない  がわ

長内川

   こ   そで  かいがん

小袖海岸

 久慈川・夏井川河口部

サケ、アユ等の回遊性魚類やハゼ類等の希少な魚類、
モクズガニ等の甲殻類が生息する。震災後、非耕作農
地になった場所では、現在、一部が造成地や空地雑草
群落に変化しているものの、未だ非耕作農地のまま残
存しているところもあり、周辺のヨシ原や残存樹林と
まとまって多様な生息環境を提供している。

サケ、アユ等の回遊性魚類やハゼ類等の希少な魚類、
モクズガニ等の甲殻類が生息する。震災後、非耕作農
地になった場所では、現在、一部が造成地や空地雑草
群落に変化しているものの、未だ非耕作農地のまま残
存しているところもあり、周辺のヨシ原や残存樹林と
まとまって多様な生息環境を提供している。

まとまった藻場 ( コンブ、ワカメ ) と
リアス式海岸の景観

ハマボウフウやシロヨモギなど希少
な種を含む砂丘植生が残存する。

豊富なコンブ・ワカメが分布する藻場

"Includes material (c)　(2015) BlackBridge AG. All rights reserved."

「兜岩」等を擁する景勝地
（ジオパーク）

河辺のヤナギ林は震災後多くが流出したが、
ヨシ原は順調に回復しており、良好な水辺が
戻りつつある。

0 1 2
km

非耕作農地・湿地帯の
まとまりがみられる。

10×15mの保全区が 2か所あり、岩手県
立大学が地元NPOと共にハマナス等の種
子採取、移植等の保全再生活動を行ってい
る。根茎や種子の保存は岩手県及び岩手県
立大学で実施し、一部の種については地元
住民参加型で苗作りが計画されている。

3つの河川の下流部に 2km以上続く砂浜。
歌枕にも多く登場する名勝の地で三陸ジオ
パクのジオポイントに選定されている。岩
手県内で数少ないシギ・チドリ等の渡りの
中継地やコクガンの飛来地として重要な場
所である。津波を受け、海岸のクロマツ林
や砂丘植生は激減し、残存したものも一部
を除いて工事用地となった。

保全区が設けられ、
砂丘植生が残存する。

ワカメ・コンブ等が豊富な藻場。陸域
では砂浜、非耕作農地、残存樹林等の
まとまりがみられる。

断崖地とワカメ・コンブ等の藻場との
つながりがみられる。

港の外側に
藻場と岩礁群が分布する。

ごく小面積に
砂丘植物が残存する。

  う    べ  がわ

宇部川
  う    べ  がわ

宇部川

 いずみさわがわ

泉沢川
 いずみさわがわ

泉沢川
   と     ふ     が     うら

十府ヶ浦

十府ヶ浦

十府ヶ浦（米田地区）保全区

サケ・サクラマス等
回遊性魚類が生息する。
サケ・サクラマス等
回遊性魚類が生息する。

ハゼ類等の希少な魚類が生息する。ハゼ類等の希少な魚類が生息する。

仮移植地仮移植地 まい   た    がわ

米田川
 まい   た    がわ

米田川

"Includes material (c)　(2015) BlackBridge AG. All rights reserved."
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砂浜が回復しハマベンケイソウ等の砂
丘植物が生育していたが、水門工事に
より改変を受けた可能性がある。

ワカメ・コンブの豊かな藻場

外海的な磯と砂浜が連なり、多
様な生物が生育する。
「震災メモリアルパーク中の浜」
として震災遺構が残されている。

栃内浜および松月浜はみちのく潮風トレイル
の一部であり、いずれも人工物のない自然海
岸として貴重な場所である。栃内浜では、震
災前は豊富な砂丘植物が生育していたが、津
波により壊滅的なダメージをうけた。これま
でに、栃内浜のハマナス群落は少しずつ回復
しつつあり、ナミキソウ、ハマベンケイソウ
等の希少な砂丘植物の生育も確認されてい
る。松月浜では、スナビキソウが生育するが、
砂丘植物の種数は多くない。

津波伝承施設として三陸ジオパークのジ
オサイトや、未来に残したい漁業漁村の
歴史文化財産百選に指定されている。

花崗岩の白い断崖や岩脈が形成する
大小 30余りの岩礁群。海鳥の営巣
地としても知られ、およそ 10万羽
のウミネコが営巣する。

ワカメ・コンブの豊かな藻場

日本の快水浴場百選

希少な種を含む河辺植生が分布している。
ハゼ類やニホンウナギ等の希少な種を含む
回遊性魚類やモクズカニ等の甲殻類が生息
している。

希少な種を含む河辺植生が分布している。
ハゼ類やニホンウナギ等の希少な種を含む
回遊性魚類やモクズカニ等の甲殻類が生息
している。

（日本の快水浴場百選）
南から「小港」、「前須賀」、「沼の浜」
の約 1kmが海水浴場として開放され
ている。

希少な種を含む砂丘植物が生息する豊
富な砂丘植生が残存する。被災した森
林の跡地には二次草地が分布する。

残存する砂浜（ポケットビーチ）と
砂丘植生、非耕作農地、残存樹林地
のまとまり。

三陸ジオパークのジオサイト

栃内浜・松月浜

ぬま   の   はま

沼の浜

   ま   さき  かいがん

真崎海岸

さんのういわ

三王岩

  さ      が      べ

佐賀部

  た  ろう

田老の防潮堤

  た  ろう がわ

田老川

とちないはま

栃内浜

 おな   っ     ぺ

女遊戸海水浴場

まっつき はま

松月浜

 なか  の   はま

中の浜

"Includes material (c)　(2014) BlackBridge AG. All rights reserved."
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断崖地、岩礁と藻場のまとまりがみられる。

砂浜と残存樹林のまとまりがみられる。

アマモの生育、ワカサギの産卵
場、ニホンウナギ、アユ等の回
遊性魚類やモクズガニ等が生息
する。

砂浜と岩礁がおりなす
リアス特有の景観がみ
られる。

シギ・チドリ、ガンカモ類等、
希少な種を含む鳥類が生息す
るほか、希少な種を含む塩性
湿地植生が存在する。

シギ・チドリ、ガンカモ類等、
希少な種を含む鳥類が生息す
るほか、希少な種を含む塩性
湿地植生が存在する。

宮古湾では近年激減
し、震災前にはみら
れなくなっていたア
カガイが震災後に確
認された。

宮古湾では近年激減
し、震災前にはみら
れなくなっていたア
カガイが震災後に確
認された。

震災前にまとまったアマモ場があっ
た場所で、津波後も一部残存してい
る。

太田浜のエゾオグルマ群落（特定植物群落）
は、震災後の地盤沈下やその後の高波・台
風の被害で立地が減少した。岩手県により
保全が図られ一部は移植された。

砂浜は一時は減衰したが、
ほぼ回復した。

ヨシガモ等の多くの
カモ類が生息する。

砂浜、砂丘植生、残存樹林等の
まとまりがみられる。

ニホンウナギ、イトヨ等の希少
な種を含む魚類や、モクズガニ
等の甲殻類が生息する。

断崖地と藻場のつながり。断崖
地やポケットビーチではイワレ
ンゲやハマボウフウ等、希少な
植物が生育する。藻場はコンブ
とワカメが豊富にみられる。

ウミミドリ移植地
津軽石川河口では両岸でウミミドリ、マルミノシ
バナの群落が確認された。そのうち水門の左岸で
は、復旧工事の影響が予測されたため、岩手県は
干潟へウミミドリを移植した。マルミノシバナは、
現在、岩手県博（博物館）で保護されており、工
事の終了後、元の場所へ戻される予定である。

ウミミドリ移植地
津軽石川河口では両岸でウミミドリ、マルミノシ
バナの群落が確認された。そのうち水門の左岸で
は、復旧工事の影響が予測されたため、岩手県は
干潟へウミミドリを移植した。マルミノシバナは、
現在、岩手県博（博物館）で保護されており、工
事の終了後、元の場所へ戻される予定である。

干潟・砂浜・非耕作農地・残存樹林等の海から陸
へのつながりが存在する。
[ 植物 ] ノダイオウ、ウミミドリ、[ 鳥類 ] コチド
リ、ミサゴ、ノスリ、カワセミ、[ 魚類 ] ドジョウ、
[ 昆虫類 ] コオイムシ、ヤホシホソマダラ、[ その
他無脊椎動物 ] モノアラガイ等の重要な動植物が
生息・生育する。

河口では干潟が回復してきており、オオノガ
イ等の希少な干潟の生物が生息する。2015
年調査では固着・付着性の底生動物のほか、
イソシジミ、ソトオリガイ等の二枚貝、ホソ
ウミニナ、カワザンショウガイ等の巻貝が確
認された。防潮堤が再建されるエリアについ
ては、環境改善をはかることにより、砂泥干
潟の特徴を有する生態系が今後発達すること
が期待される。

干潟生物市民調査
（2012 ～ 2015 年）で、
ヒメシラトリ、マテガ
イ、オオノガイ、イト
メ、アリアケモドキ等
が確認された。

干潟生物市民調査
（2012 ～ 2015 年）で、
ヒメシラトリ、マテガ
イ、オオノガイ、イト
メ、アリアケモドキ等
が確認された。

国指定天然記念物「日出島クロコシジロウミツバメ
繁殖地」、国指定日出島鳥獣保護区（特別保護地区）。
国内唯一のクロコシジロウミツバメの集団繁殖地で
あるが、オオミズナギドリとの競合、土壌流出によ
り営巣環境が悪化している。2015 年調査では、オオ
ミズナギドリ、ウミツバメ類等の繁殖を確認した。

生態系監視調査（海鳥）

   ひ      で   じま

日出島
クロコシジロウミツバメが繁殖する。

 じょう ど     が    はま

浄土ヶ浜
三陸を代表する景勝地であり、
砂浜、礫浜と岩礁がおりなす
リアス特有の景観がみられる。
ジオサイトに指定されている。

生態系監視調査（干潟）

   へ      い    がわ

閉井川河口域
   へ      い    がわ

閉井川河口域

たこ   の   はま

蛸の浜

かね はま

金浜

重点地区調査

よばわり はま

呼 浜

"Includes material (c)　(2014) BlackBridge AG. All rights reserved."

おお  だのはま

太田浜

点在する砂浜部で、小規模なアマモの回復
がみられる。

   つ   がる いし かわ

津軽石川
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0 5 10km 0 5 10
km

旧砂浜と海岸林が消失した
背後に砂浜が自律的に再生
し、ハマハコベ等の砂浜植
物やスナガニがみられた。
2015 年度より防潮堤建設が
開始され、この砂浜は消失
することになるため、スナガ
ニの移植等の保全対策が実
施されている。

旧砂浜と海岸林が消失した
背後に砂浜が自律的に再生
し、ハマハコベ等の砂浜植
物やスナガニがみられた。
2015 年度より防潮堤建設が
開始され、この砂浜は消失
することになるため、スナガ
ニの移植等の保全対策が実
施されている。

浅瀬 (小砂利の川底 )が存在し、
ここまで汽水域になることから、
イシマキガイ ( 宮城県初記録 )が
生息する。

浅瀬 (小砂利の川底 )が存在し、
ここまで汽水域になることから、
イシマキガイ ( 宮城県初記録 )が
生息する。

平貝川下流部の汽水域
は、ハマガニ、スナガニ、
カクベンケイガニ、アカ
テガニ等の生息地になっ
ている。ハマガニの生息
は２０１５年時点におい
ては宮城県ではここだけ
である。

平貝川下流部の汽水域
は、ハマガニ、スナガニ、
カクベンケイガニ、アカ
テガニ等の生息地になっ
ている。ハマガニの生息
は２０１５年時点におい
ては宮城県ではここだけ
である。

河口砂州が形成されつつあ
り、スナガニが生息する。
河口砂州が形成されつつあ
り、スナガニが生息する。

津谷川河口右岸、気仙沼線 ( 跡 )と
国道に挟まれた非耕作農地は湿地
となっており、貴重なウミミドリ等
の塩生植物が生育する。

津谷川河口右岸、気仙沼線 ( 跡 )と
国道に挟まれた非耕作農地は湿地
となっており、貴重なウミミドリ等
の塩生植物が生育する。

津谷川本流の高水敷にはまとまった
ヨシ原が分布し、その前面が泥底と
なっている箇所では、ヨシダカワザ
ンショウ、イトメ、アリアケモドキ
等が生息する。

津谷川本流の高水敷にはまとまった
ヨシ原が分布し、その前面が泥底と
なっている箇所では、ヨシダカワザ
ンショウ、イトメ、アリアケモドキ
等が生息する。

アラメやホンダワラ
類が分布する藻場が
存在する。

アラメやホンダワラ
類が分布する藻場が
存在する。

"Includes material (c)　(2014) BlackBridge AG. All rights reserved."

津谷川河口域では河口部に干
潟や塩性湿地が残り、本流に
沿ってヨシ原が分布するなど、
生物にとって多様な生息・生育
環境が存在する。［植物］ハマ
ナス、アワコガネギク、ミズア
オイ、［鳥類］ オオタカ、ミサゴ、
［昆虫類］フタモンクモバチ、［そ
の他無脊椎動物］アリアケモド
キ、アカテガニ等の希少な動
植物が生息・生育する。

重点地区調査

津谷川右岸の農地や外尾川河口部は、震
災後、新たに干潟や塩生湿地が形成され、
ウミミドリ等の塩生植物や、カクベンケイ
ガニ ( 宮城県初記録 ) 等多くの干潟の生
物が確認されたが、堤防工事により大半を
埋め立てる計画があるため、宮城県では堤
防の陸側にビオトープ（汽水性の潟湖・干
潟・塩性湿地）の創出を検討している。

保全について議論されている区域

   つ     や    がわ

津谷川

 そで   お    がわ

外尾川
 ひら かい がわ

平貝川

荒島のタブノキ群落
（特定植物群落）
津波の影響は少なかった

荒島のタブノキ群落
（特定植物群落）
津波の影響は少なかった

大規模なアラメ場の回復大規模なアラメ場の回復

断崖地、岩礁、藻場のまとまり。断崖地、岩礁、藻場のまとまり。

高密度のタチアマモが分
布する。
高密度のタチアマモが分
布する。

概ね震災前の状態まで
アマモ場が回復してい
る。

概ね震災前の状態まで
アマモ場が回復してい
る。

海から陸へのつながり
（アマモ場、干潟、新たな水面、
非耕作農地、残存樹林）

海から陸へのつながり
（アマモ場、干潟、新たな水面、
非耕作農地、残存樹林）

椿島のタブノキ群落（特定植物群落）
津波の影響は少なかった
椿島のタブノキ群落（特定植物群落）
津波の影響は少なかった

神割崎のクロマツ群落（特定植物群落）
一部では津波による撹乱がみられた。
神割崎のクロマツ群落（特定植物群落）
一部では津波による撹乱がみられた。

震災前は湾内で最も生物多様性に富んでいた
干潟で、コアマモの生育もみられた。震災後
干潟は回復していないが、砂地や転石帯には
底生動物が多くみられるようになってきてお
り、クチバガイ等の希少種も確認されている。

震災前は湾内で最も生物多様性に富んでいた
干潟で、コアマモの生育もみられた。震災後
干潟は回復していないが、砂地や転石帯には
底生動物が多くみられるようになってきてお
り、クチバガイ等の希少種も確認されている。

ウミミドリやタチドジョウツナギ
等の塩生植物や、ミズアオイ等
の水草がまとまって生育する。

ウミミドリやタチドジョウツナギ
等の塩生植物や、ミズアオイ等
の水草がまとまって生育する。

湾奥部ではアマモ場の回復が
遅れているが、ワカメ・アラメ
を主体とした岩礁性藻場は回復
してきている。

湾奥部ではアマモ場の回復が
遅れているが、ワカメ・アラメ
を主体とした岩礁性藻場は回復
してきている。

戸倉海岸の前浜干潟は地盤沈
下や防潮堤工事で、ほとんど
が消失したが、徐々に砂が堆
積しており、80 種程度の底生
動物が確認された。ヒメシラ
トリやアカイソガニ等希少種
が生息する。今後の干潟環境
の保全には、折立川河口との
連続性の確保が重要である。

戸倉海岸の前浜干潟は地盤沈
下や防潮堤工事で、ほとんど
が消失したが、徐々に砂が堆
積しており、80 種程度の底生
動物が確認された。ヒメシラ
トリやアカイソガニ等希少種
が生息する。今後の干潟環境
の保全には、折立川河口との
連続性の確保が重要である。

水戸辺川河口の干潟では、防潮堤の建設にあたっ
て、施工前に底生動物を砂泥底ごと工事外の場
所に移植する保全対策が実施された。工事前の
調査では、アサリを始め、希少種のサザナミツボ、
ユウシオガイ、オオノガイ等の生息が確認された。

水戸辺川河口の干潟では、防潮堤の建設にあたっ
て、施工前に底生動物を砂泥底ごと工事外の場
所に移植する保全対策が実施された。工事前の
調査では、アサリを始め、希少種のサザナミツボ、
ユウシオガイ、オオノガイ等の生息が確認された。

小規模な非耕作農地のま
とまりを有する。
小規模な非耕作農地のま
とまりを有する。

"Includes material (c)　(2015) BlackBridge AG. All rights reserved."

アラメ、ワカメ等の暖海性コンブ目とホソメコンブ、マコ
ンブ等の寒海性コンブ目が同所的に分布する海域の代表的
な藻場の一つ。2014 年調査では、地盤沈下の影響でアラ
メの生育に適した 1～ 3mの水深帯が岸寄りに移動し、そ
れに対応してアラメの分布も岸寄りに移動していた。

モニタリングサイト1000（藻場）

 ほそ うら

細浦

 はち まん がわ

八幡川

   と   くら  かい がん

戸倉海岸

 おり たて がわ

折立川

   み      と     べ   がわ

水戸辺川

 かみ わり ざき

神割崎

 あら とぎ ざき

荒砥崎

 おお もり ざき

大森崎

希少種のヤマトシジミやアリアケモドキ
は震災前には高密度で確認されていた
が、2014 年、2015 年調査とも個体数が
激減したまま推移している。津波の直接
的な影響に加え、河道地形の変化による
塩分上昇、護岸工事などが影響している
可能性がある。

長面浦では地形、水環境が大きく変化した。2012
年調査で多数確認されたホソウミニナや埋在性の
二枚貝類は 2015 年の時点で激減していた。震災
前の汽水域は、震災後、海水の流入が増大して塩
分濃度が上昇し、海水の影響に強い種が多くを占
める生態系へと変化してきている。現況では、汽
水性の種が減少して震災前との共通種は少なくな
り、干潟としての生物多様性は低下している。

長面浜の砂丘植生
は津波と地盤沈下
で消滅した。

長面浜の砂丘植生
は津波と地盤沈下
で消滅した。

豊かな水量をたたえ、河口域に
広い開放的な空間を形づくって
おり、オオハクチョウが飛来す
るなど、多様な生物に生息・生
育の場を提供する。

豊かな水量をたたえ、河口域に
広い開放的な空間を形づくって
おり、オオハクチョウが飛来す
るなど、多様な生物に生息・生
育の場を提供する。

皿貝川には高い自然性を有
する河川生態系が存続し、
特に大沢川との合流点では
トンボ類等の生息地として
重要であるため、護岸工事
の際は保全対策がなされた。

皿貝川には高い自然性を有
する河川生態系が存続し、
特に大沢川との合流点では
トンボ類等の生息地として
重要であるため、護岸工事
の際は保全対策がなされた。

震災後、非耕作農地や新たな湿
地が多く出現し、オオクグ等の
塩生植物、ミズアオイ等の湿生
植物、リュウノヒゲモ等の水草
といった多くの希少な植物が確
認された。現在は水田の埋め戻
しが進んでいる。

震災後、非耕作農地や新たな湿
地が多く出現し、オオクグ等の
塩生植物、ミズアオイ等の湿生
植物、リュウノヒゲモ等の水草
といった多くの希少な植物が確
認された。現在は水田の埋め戻
しが進んでいる。

藻場や干潟が分布する汽水域。藻場や干潟が分布する汽水域。

津波で撹乱を受けたが、震災後も希少な湿生植物
の生育環境は維持されており、ジョウロウスゲや
スジヌマハリイ等の湿生植物やリュウノヒゲモ等
の水草等が確認されている。

震災後浸水し、オオクグやチャ
ボイ等の塩生植物やカワツルモ
等の水草が確認されたが、2015
年に排水工事がほぼ完了し、水
田の復旧が進んでいるため、消
失した可能性がある。

震災後浸水し、オオクグやチャ
ボイ等の塩生植物やカワツルモ
等の水草が確認されたが、2015
年に排水工事がほぼ完了し、水
田の復旧が進んでいるため、消
失した可能性がある。

"Includes material (c)　(2014) BlackBridge AG. All rights reserved."

調査ラインの周辺は排水工事や埋め立てが進み、
震災後、新たに湿地となった箇所も半分ほどが
埋め立てられた。これらのうち、調査ラインの
内陸側に残った湿地ではリュウノヒゲモの繁茂
や水際植生の再生や遷移がみられた。
[ 植物 ] タコノアシ、リュウノヒゲモ、ミズアオ
イ、ミクリ、 [ 鳥類 ] ミサゴ、イヌワシ、 [ 魚類 ]
ミナミメダカ、[ 昆虫類 ] ヒヌマイトトンボ、 [ そ
の他無脊椎動物 ] アカテガニ、ヤマトシジミ等
希少な動植物を確認した。

重点地区調査

 さら かい がわ

皿貝川

 おお さわ がわ

大沢川

 なが つら うら

長面浦

   ふ     じ    ぬま

富士沼の沼沢植物群落

 きた かみ がわ

北上川

 なが つら   ち     く

長面地区

北上川河口付近のヨシの刈
り入れは、古くから冬の風
物詩として知られる。地盤
沈下と津波で多くが消失し
たが、左岸のヨシ原は徐々
に回復しており、住民や
NPO 等の活動により、再び
ヨシ刈りが行われている。

北上川のヨシ群落

生態系監視調査（干潟）：北上川

生態系監視調査（干潟）：長面浦
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   し じゅう や    さか かい がん

四十八坂海岸

 なみ いた かい がん

浪板海岸

   き      り     き      り   かい がん

吉里吉里海岸

防潮林再生のための植栽が
2015 年に実施された。

断崖地。
岩礁と藻場のつながり。

砂浜と岩浜が隣接する貴重な
場。マガキ、テングヨコエビ等
が生息する。

船越湾及びその周辺海域には、アマモ、タ
チアマモ、スゲアマモ、オオアマモ、スガ
モの 5 種が出現する。津波によりアマモ場
はほとんどが消失し、2014 年の時点でもア
マモ類の繁茂状況は震災前に比べて著しく
低密度なままになっている。

モニタリングサイト1000（アマモ場）

"Includes material (c)　(2014) BlackBridge AG. All rights reserved."

周辺の注目すべき場
6a 荒神、弁天島

あらかみ       べんてんじま

淡水が集まる豊な湿地が存在し
たが、圃場整備が実施され、一
部が保全区に移設された。

6b 小谷鳥
こ    や どり

希少な植物や昆虫が生育・生息
する砂浜が存在したが、防潮堤
の工事用地としての利用が予定
されており、保全区として一部
が残される他、根茎や種子の保
全等を船越小学校と岩手県立大
学が共同で実施している。

6c 前須賀
まえ  す    か

断崖地。
岩礁と藻場のつながり。

砂浜は大分回復し、後背の
非耕作農地とのつながりが
保たれている。

津波と地盤沈下により
砂浜が消失し、2015 年
時点でも未だ砂は戻ら
ず砂利浜のままである。
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2014 年調査では、高田松原側の観
測点でタチアマモの被度の増加がみ
られた。一方、米崎側の２観測点で
は浅い海域にアマモ、深い海域にタ
チアマモが優占する傾向がみられ
た。2015 年調査でも両種の分布傾
向は同様で、それぞれ被度が増加し
ており、震災前の深度分布に回復し
ていることが示唆された。

日本の代表的な白砂青松として知
られた高田松原のクロマツ植栽林
（特定植物群落）は、1本松を除き、
津波により消失した。復旧工事に
あたり、再植林が計画されている。

日本の代表的な白砂青松として知
られた高田松原のクロマツ植栽林
（特定植物群落）は、1本松を除き、
津波により消失した。復旧工事に
あたり、再植林が計画されている。

ニホンウナギ等の回遊
性魚類が生息する川。
湿地や非耕作農地のま
とまりがみられ、オオ
ハクチョウやウミアイ
サ等のガン・カモ類が
飛来する。

ニホンウナギ等の回遊
性魚類が生息する川。
湿地や非耕作農地のま
とまりがみられ、オオ
ハクチョウやウミアイ
サ等のガン・カモ類が
飛来する。

高台造成のため、
大規模な切土工事
が実施されている。

高台造成のため、
大規模な切土工事
が実施されている。

小面積ながら植生保護区が設置されており、
ナミキソウ、ハマボウフウ等が生育する。
岩手県南部では貴重な砂丘植物が多く確認
された砂浜として重要な場所である。

コクガン、ニホンウナギ、アシ
ハラガニ、タコノアシ等、多く
の希少な動植物が確認されてお
り、工事にあたって環境配慮が
検討されている。

コクガン、ニホンウナギ、アシ
ハラガニ、タコノアシ等、多く
の希少な動植物が確認されてお
り、工事にあたって環境配慮が
検討されている。

"Includes material (c)　(2014) BlackBridge AG. All rights reserved."

   け   せん がわ

気仙川

ふるかわぬま

古川沼

 よね さき

米崎

 たか   だ   まつ ばら

高田松原

  おお  の    かいがん

大野海岸

   お   とも  うら

小友浦生態系監視調査（アマモ場）

非耕作農地では、乾性草本群落への遷移や復田、造成地へ
の変化がみられた。新たに形成された湿地では、希少種で
あるミクリの繁茂もみられた。[ 植物 ] タコノアシ、ミズ
オオバコ、ミズアオイ [ 鳥類 ] バン、コチドリ、 [ 昆虫類 ]
マダラヤンマ、ヤホシホソマダラ、[ その他無脊椎動物 ]
モノアラガイ等の希少な動植物が確認された。

重要地区調査

2014 年調査の出現種数は 60 種で、ホソ
ウミニナ等を含む多様性が高い生態系が
発達しつつある。また、北部三陸リアス
海岸では稀なアシハラガニがみられたほ
か、有用水産種も多く、三陸リアス海岸
のなかでも重要な地点になりつつある。
2015 年調査では県内でも分布が少ないヒ
ライソガニが確認された。

生態系監視調査（干潟）

津波と地盤沈下によって、震災後、干
拓地は干潟に戻っていた。防潮堤建設
にあたって、岩手県と陸前高田市が建
設位置をセットバックし、干潟の一部
は保存されることになった。

小友浦の引き堤による
干潟保存の取組み
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岩手県によって、2015 年度に
防潮林再生事業が実施されてい
るほか、2016 ～ 2017 年春に
は養浜事業も計画されている。

スゲアマモ
が優占する。

アマモ場は局所的に回復
している。

北限の常緑
広葉樹林が
残存する。

カキ・ホタテ養殖業が
回復してきている。

 せき ぐち かわ

関口川

 おり かさ かわ

織笠川

 うら   の    はま

浦の浜

重点地区調査
希少な種の生息する干潟やアマモ場
が分布する河口部では、河川から周囲
に広がるヨシ原、非耕作農地のまとま
りへとつながるネットワークが形成さ
れている。 [ 植物 ] ノダイオウ、ウミミ
ドリ、カワツルモ、 [ 鳥類 ] ノスリ、カ
ワセミ、[ 両生類 ] トウホクサンショウ
オ、 [ 魚類 ]ドジョウ、[ 昆虫類 ] コオ
イムシ、シロチョウ、 [その他無脊椎動
物 ] アシハラガニ等の希少な動植物
が生息・生育する。 

津波や地盤沈下の影響が特に大きく
河口部の干潟は回復していない。

カワセミ等の希少種が生息する
河川と非耕作農地、残存樹林が
まとまって存在する。

"Includes material (c)　(2014) BlackBridge AG. All rights reserved."

震災前の織笠川河口は、豊富
なアナジャコ類・スナモグリ
類が生息する干潟であった。
オオノガイなどの希少な干潟
の生物が生息する。2015 年
の時点で種数は増えてきてい
るものの、個体数は少なく、
スナモグリ類は未だみられな
い。堤防・水門の改修工事の
影響を最小限にとどめること
により、浅瀬や干潟の回復が
促される可能性がある。

生態系監視調査（干潟）

このエリアの東方、湾口部にあた
る明神崎の調査では大規模な藻場
がみられ、2015 年調査でコンブ場
のほか、ガラモ場が確認された。

生態系監視調査（藻場）

アマモとスゲアマモが生育
する。湾北部や中央部では、
2013 年以降アマモ場は著
しく衰退し、2015 年時点
でアマモ類はみられない。
湾南部では、津波後アマモ
場は減少したが、生育密度
は順調に回復している。

生態系監視調査
（アマモ場）
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上流にダムのない河川であり、ニホンウナ
ギ等回遊性魚類の重要な生息地である。河
川を中心に湿性草原、非耕作農地など湿性
環境のつながりがみられる。

海浜性の生物や砂丘植物の回復
が注目される。ハマボウフウ（学
識者の指導に基づき県内産のも
ののみを選定）の増殖など地元
の取組みが行われている。オオ
ノガイ等の希少な干潟の生物も
みられたが、震災後の復旧工事
に伴う埋立てにより、生息地が
消失した。

2015 年砂丘植物は
確認できなかった。

防潮堤の改修工事の際、ハマボウフウ
の保全対策が実施された。
もとのクロマツ林を利用した防潮林再
生が計画されている。

"Includes material (c)　(2014) BlackBridge AG. All rights reserved."

鵜住居川河口域の左岸では、
岩手県立大学と市民団体、地
域住民が共同でミズアオイ保
全の取組を実施している。重
機で攪乱した土から発芽した
埋土種子を保存し、ビオトー
プで保全している。

2013 年は裸地が多かったが、2015 年の調査では、
ハマヒルガオ、ハマニガナ、ハマボウフウ等の砂
丘植生が回復し、砂浜に隣接する草地では高茎草
本への変遷がみられた。[ 植物 ] ハマボウフウ [ 鳥
類 ] ミサゴ、カワセミ、ハヤブサ [ 両生類 ] アカハ
ライモリ [ 昆虫類 ] コオイムシ、マダラヤンマ等
の希少な動植物が確認された。

重点地区調査

長く延びた特徴ある砂嘴地形は消
失した。

ミズアオイと
ビオトープ再生の取組

うの  すま   い   かわ

鵜住居川

   ね   はま かい がん

根浜海岸

うの  すま   い   かわ    か   こう

鵜住居川河口
このエリアより上流にあたる大槌
川と小槌川の湿地・湧水池は、遡
河型と淡水型のイトヨが同所的に
繁殖する稀有な繁殖地で、岐阜経
済大学や地域のボランティアらが
保全活動を行っている。埋立てに
あたっては、岩手県によって代替
地への移動が実施された。

大槌町のイトヨ保全活動
おおつち  かわ

大槌川

2014 年時点で、防波堤の工事等により潟
湖にあった干潟は多くが消失した。2015
年調査では、残存する河口干潟でイトメ、
イソシジミといったこの地域に特徴的な
底生動物がみられたものの、震災前に比
べ種の多様性は低下していた。

生態系監視調査（干潟）

2014 年時点でのタチアマモ・
アマモの被度はともに低く植
生回復は認められなかった。

モニタリングサイト1000
（アマモ場）
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舞根湾の干潟や砂浜では、ナギサノシタタリガ
イ、ユウシオガイ、ウネナシトマヤガイ、オオノ
ガイ等の希少種が確認されている。

舞根湾の干潟や砂浜では、ナギサノシタタリガ
イ、ユウシオガイ、ウネナシトマヤガイ、オオノ
ガイ等の希少種が確認されている。

海岸構造物の影となる静
穏な場所では、まとまっ
たアマモ場もみられる。

海岸構造物の影となる静
穏な場所では、まとまっ
たアマモ場もみられる。

鳴き砂の浜が残存する。震災前にス
ナガニの生息が確認されたが、2013
年以降は出現していない。砂浜が現
状で保全されれば、スナガニが再び
生息する可能性は高いと考えられる。

鳴き砂の浜が残存する。震災前にス
ナガニの生息が確認されたが、2013
年以降は出現していない。砂浜が現
状で保全されれば、スナガニが再び
生息する可能性は高いと考えられる。

藻場や残存する砂浜、非耕作農地等の
海から陸へのつながりがある場所。砂
浜に生息するシラフヒョウタンゾウムシ
等の希少種が確認されている。

藻場や残存する砂浜、非耕作農地等の
海から陸へのつながりがある場所。砂
浜に生息するシラフヒョウタンゾウムシ
等の希少種が確認されている。

鳴き砂の浜（残存）
日本の渚百選

波路上漁港から松崎尾崎にかけて
の砂礫底では、パッチ状に分布する
アマモ場と礫上に分布するコンブ、
ホンダワラ、ワカメの混成域となっ
ている。波路上漁港より沖側では、
ホンダワラ類を主体とし、ワカメ、
コンブ類が混生する。
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浸水したが、砂浜は回復
している。防潮堤建設に
関しては、小田の浜と同
様に原形復旧させる方
向で計画されている。
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河口部の干潟は津波と地盤沈下のため消失したが、陸域
に新たに塩性湿地や干潟が形成された。また、地盤が上
昇し始めていることから、将来的に干潟が復元する可能
性がある。NPO と学識者が環境調査や環境教育活動を
実施し、住民合意により防潮堤設置は取りやめとなり、
震災後出現した干潟の維持・保全が継続されている。

舞根湾の干潟保全活動
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日本の快水浴場百選の浜。砂丘
植生が残存し、砂浜に生息するシ
ラフヒョウタンゾウムシ等の希少
種が確認されている。
景観や自然とのふれあいの観点か
らも注目すべき場となっており、
防潮堤建設に関しては大きくかさ
上げせず原形復旧する方向で住民
との話し合いが進められている。
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